
交差点改良

右折レーン

1

整備前の問題点

一般国道7号

立花交差点整備効果
（平成28年12月完成）

①走行速度が向上し、渋滞が緩和（通常期の走行速度約9ｋｍ/h向上）
②急ブレーキ発生が大幅に減少（0.8件/100台が0.1件/100台に減少）
③対策後に死傷事故は未発生、道路利用者が効果を実感（利用者の約8割が満足）

対策内容 対策後の状況

至 青森

1

右折待ちの路線バスにより
後続車両が滞留している

• 右折レーンが無いため、右折待ち車両に伴う渋滞や追
突事故等が発生

実施対策

WEBアンケートによる評価

▲円滑性の変化についての評価（有効回答者数n=39
※混雑に巻き込まれた経験がある人）

▲交通安全対策の満足度についての評価
（有効回答者数 n=94）

※調査実施日：平成29年12月28日～平成30年1月14日

※1 交差点付近（停止線から50m区間）における通過100台当たりの急ブレーキ発生件数。
前後加速度-0.3G以下を急ブレーキとして集計。
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交差点流入部で
の追突事故
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走行速度（上り方向）※2の変化

• 右折レーン設置と市道の取付角度を改善するため、
改良工事を実施（平成28年12月完成）

上り方向

下り方向

下り方向

死傷事故件数の変化

出典：ETC2.0データ 出典：イタルダデータ等
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右折事故の危険
（下り直進車×上り右折車）

国道と市道の
交差角の直交化

市道側の
幅員拡幅

右折レーン
至 新潟

至 青森

右折レーンの設置により、
直進車は滞留せずに進める
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急ブレーキ発生件数(上り方向)※1の変化

交差点内での
出合頭事故

28.4 47.4 23.2
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大変満足 やや満足

どちらとも言えない やや不満

非常に不満

利用者の約８割が満足していると回答

34.2% 63.2% 2.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全く混雑しなくなった やや混雑しなくなった 変わらない

利用者の９割以上が混雑しなくなったと回答

【位置図】

秋田県

立花交差点
（大館市立花地内）

至
新
潟

この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の
電子地形図（タイル）を複製したものである。
【承認番号 平29東複第33号】
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※2 交差点付近（停止線から50m区間）の通過車両の平均速度を集計。 出典：ETC2.0データ


